
 

平成２７年１１月６日（金）受付１３：００～ 授業１３：３０～ 

平成２７年 ５月２５日 

各教育委員会教育長様  

小 ・ 中 学 校 長 様  

関 係 各 位  

練馬区教育委員会教育長  河 口  浩 

 練馬区立小中一貫教育校            

大泉桜学園校長  木 下 川  肇 

 

平成２６・２７年度 練馬区教育委員会教育課題研究指定校 

  研究発表会のご案内（第一次） 
研究主題 

桜学精神 
― 自らを成長させる心構えと実践力を養う小中一貫教育 ― 

【全教科・全領域を通して】 

   
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 練馬区立小中一貫教育校 大泉桜学園 副校長 市川・西田・海汐 

東京都練馬区大泉学園町９―２―１ 

ＴＥＬ 3924-1126 ＦＡＸ 5387-2295 

 
西川信廣 先生（京都産業大学教授・中央教育審議会小中一貫教育特別部会委員） 

酒井 朗 先生（大妻女子大学教授・練馬区小中一貫教育校検証部会部会長） 

上野和彦 先生（練馬区立南が丘小学校長・東京都算数教育研究会会長） 
 



練馬区初の小中一貫教育校としての大泉桜学園 
練馬区教育委員会では，義務教育９年間にわたる一貫した教育課程と学校環境のもとで，知・徳・体の調和のとれ

た児童・生徒を育成するために，練馬区立小中一貫教育校設置に関する基本方針を策定しました。そして大泉学園桜

小学校と大泉学園桜中学校が練馬区初となる小中一貫教育校 大泉桜学園として開校しました。 

 大泉桜学園では，義務教育９年間を心理的・身体的成長における特徴をもとに，３つの期（Ⅰ期第１～4学年，Ⅱ

期：第５～７学年，Ⅲ期：第８～９学年）で区切り，それぞれの時期に応じた「学び」を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

○学力の向上や豊かな人間性の育成などを目指します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○４つの柱（表現力の育成，心の教育の推進，体力の向上，キャリア教育の推進）を重視して，義務教育９年間にわ

たり，児童・生徒の「生きる力」を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 第７学年 第８学年 第９学年

Ⅰ期

具体的な物を通して

考える時期

論理的・抽象的思考へ

移行する時期

Ⅱ期 Ⅲ期

論理的・抽象的思考を

着実に行う時期

繰り返しの学びで

基礎・基本を徹底します

基礎・基本を生かして、

意欲的に学ばせます
基礎・基本を応用して

主体的に学ばせます

学級担任制
一部教科担任制 教科担任制


